
上下水道の耐震整備について

質問内容 回答

1‐1. 耐震化に対する事業計画は

1‐2 . 予算措置は

･水道事業では、
水道事業基本計画の施策目標の一つとして策

定中です。撚れ}
･下水道事業では、

平成 2 6 年度に下水道総合癬展対象訂画を策

定し、 地震対策を推進する予定です。

･上下水道とも計画策定中につき、平成 26 年度

において予算計上しておりません。 /

2 1, 今回 ｢水道料金 ･下水道使用料の改定｣

が行われますが、 耐震整備について何年に、

どの場所の整備を実施していく計画 イテ程表

等ありますか

.水道事業では水道事業基本計画において、 下

水道事業では下水道総合地震対策計画におい

て整理を行います。,

俵浬)
3‐1. 厚生労働省の資料によれば、 上水道の基

幹管路の耐震化率は、平成 2 3年度末桑名市

は、 1 0 1 , 8 7 8 m 中、 1 3 , 3 7 9 m で

あり ｢ 1 3 , 1 パーセント｣ である。 上下水

道の全延長と耐震化率はどの程度か

3‐2 . 老朽管布設替の際、 管路を耐震化してい

くが、上下水道の 4 0 年以上の管路はどの程

度か。 併せて地区別有収率も伺いたい。

3 3. 地震時の液状化は、 土砂が水分 (少量で

も) と転圧による土砂の結合が、 揺れにより

崩壊し、 発生する。 比重の重い土砂は下へ、

軽い ｢水分 ･管路 ･下水道マンホール｣ 他は

上への動きによる。 地震時に下水道マンホー

ルが浮き上がりは管路を引っ張り管路にも

影響する。 マンホールの液状化対策は重要と

考えているが所見を伺いたい。

･水道管の全延長は約 904 k m

耐震化率は約 15 %

.下水道曜の全延長"は766 k m

耐震化率は約 34 % (平成 23年度末)

･ 水道管で約 12 9 k m

下水道管の雨水管で 4.6 k m、 汚水管は無し

･有収率は、 桑名地区 82 .9 8 %

多度地区 87 ,34 %

長島地区 89 .86 %

以前から管渠実施設計時に、 液状化の検討 ･

マンホール本体の検討は行っております。

マンホールと下水道本管の継ぎ手部におきま

しても、従来モルタルにて接合していましたが、

可とう継ぎ手を設置することにより、 液状化に

よる浮上がり ･沈下等によって本体に生ずる力

を低減させています。

また、 理戻し土として良質士または砕石を使

用し、 十分な締固めを行い、 浮上の低減に努め

ております。

マンホール本体の対策としては今年度、 試行的

にマンホール浮上防止対策工事を予定しており

ます。
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上下水道部調査研究事項に関する質問及び回答

調査研究事項

イ ンフラの長期的マネジメントについて

質問内容 回答

1‐1.維持管理と補修更新の計画はどのようるこな

っているのか

･水道事業では、

平成 25年度策定の ｢水道事業基本計画｣の基

づき維持管理 ･補修更新を行います。

･下水道事業では、
長寿命化計画を策定し、 計画的な改築 ･更新

を行います。
･農業集落排水事業では、

平成 24 年度から5カ年計画に施設整備を行い

ます。

1‐2 . 各事業の予算措置は 平成 25 年度予算におけるインフラ予算

･水道事業 2 億 3,4 00 万余

･下水道事業 6 千 900 万円余

(絵轡樅鮒)
2‐2.上下水道も含めインフラの長期的マネジメ

ントについての考え方は (水道管 ･下水道管)

･水道、 下水道の両施設とも大規模な更新時期

を迎えます。 アセットマネジメ ント手法を用い

て、 将来予測を確実に行い、 ヰ-長期的な財政収

支に基づき計画的に更新を行っていきたいと考

えます。
′

3 4. 上水道 ･下水道計画は、概ね策定されてい

ると判断するが、 7月の料金改定もその一環

と判断する。 事業も含め計画の進捗は

3 5,上水道に関し著しく老朽化した上野浄水場

の課題があるが、どのようるこ考えているのか。

長期的マネジメントを考えれば、 改築には数

十億の財源が必要になると考えるが

3 6,同様に水利権の問題も長期的展望には課題

となる。 水利権は、 過去にどれだけの投資等

をしたのかの尺度でもあり、 渇水の場合の水

の配分に大きな影響む与える。 桑名市の考え

方は

･水道事業計画は平成 zゞ 年度完成の水道事業基

本計画を策定中

･下水道事業は平成 26 年度及び 27 年度までの

事業認可で進行中

･経営計画は平成 23年度策定の上下水道事業経

営計画で進行中 (料金改定を含む)

･水道基本計画において最優先課題と位置づけ、

事業経営に高負担とならないよう数年間で更

新を考えている。

t

,、

藷升400 葦鹿““
.多度地区で日量約 600 トン、 長島地区で日量

2,900 トン、桑名地区で日量 鰭
603 トンを有

しており、 水道事業基本計画では水源の系統

再編も含め精査を行っています。



都市整備部調査研究事項に関する質問及び回答

調査研究事項

イ ンフラの長期的マネジメントについて

質問内容 回答

1‐1.維持管理と補修更新の計画はどのよ 捌こな

っているのか。

上2. 各事業の予算処置は

･橋梁については長寿命化計画を策定し進めて

いきます。 舗装については、 老朽化が著しく修

繕が必要と思われる路線から優先に、 道路スト

ック事業として点検を行ない、 この結果から修

繕事業に取り組みます。℃
‐

、

･国へ交付金を要望します。

2‐1. ｢高度経済成長期から大量に建設が始まっ

た橋梁については、長寿命化計画を策定｣ と
し .

ありましたが、道路等の長寿命化計画等長期
′ {

的マネジメントについて桑名市の考えは。

2‐3.長寿命化計画は何力年の計画を予定して策

定するのか。- (橋梁について)

･道路ストック事業として、平成 2 5 年 3 月補正、

平成 25 年 6月補正で予算確保し、,点検の結果を

踏まえた修繕事業を実施する予定であります。

･長寿命化計画は平成 24 年度、 25 年度の 2 カ

年で計画を策定し、概ね 10 年間のサイクルで修

繕を行ない、 5 年に 1 度の頻度で定期点検を行

ない、 修繕計画を見直す予定であります。

3 1ゞ 橋梁 ･道路の長期展望のマネジメントはで

きているのか。

3 2,橋梁数 ･施工年度等のマネジメントはでき

ているのか。

3 3 . 単年度の橋梁 ･道路の維持補修に関する維

持補修費の推移は。

′

-

3 7.都市計画税は、その名のとおり、都市計画、

持続可能な道路 ･下水等の生活基盤整備に反映

される財源であり、 税から十分な予算反映がさ

れているのか。 長期的マネジ,メ ントには十分な

補填が必要と考えるが。

･橋梁については長寿命化計画を作成し、 これ

に基づき行ないます。 道路については道路スト

ック事業を活用し、 修繕を行なう予定です。

･橋調書により管理しています。 一部施工年度

の不明な橋もあります。

･橋梁 ･道路維持補修費の合計額

平成 20 年度 182,338 千円

平成 21年度 14 1,2 16 千円

平成 22 年度 114 ,9 55 千円

平成 23 年度 117,90 3 千円

平成 24 年度 10 7 ,32 5 千円

･都市計画税は、都市計画事業による基盤整備

をはじめ、 整備後の市債の償還等に使われてお

り、平成 23 年度決算の都市計画税収入額は、10

億 2 ,6 0 0 万円余で、 都市計画事業への支出は、
17 億 3,6 00 万円余であり、 長期的なマネジメン

トにおいても都市計画事業として計画していき

たいと考えております。
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